
 

令和６年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 
 

ふ   り   が   な    こうそくどうろりにゅーあるぷろじぇくと きれうりわりきょうだいきぼこうしんこうじ 

1．事業(施策)の名称 高速道路リニューアルプロジェクト 喜連瓜破橋大規模更新工事 

2．事業(施策)実施期間（和暦） 令和３年７月１日 ～ 令和７年６月９日 

3．事 業 費 (工 事 費 ) 約22,000百万円 

4．キーワード 橋梁架替え、PC箱桁橋撤去、高速道路リニューアルプロジェクト 

5．事業概要 

阪神高速 14 号松原線に位置する喜連瓜破橋は、橋桁中央のヒンジ部において想定を上回る垂れ下がりが進行し

ていたため、長期の健全性・耐久性を確保するため、PC箱桁橋から鋼製橋への架替えを実施した。 

 

 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 

（a,b,c）既往技術の組み合わせにより開発

した新たな撤去工法の開発と適用 

 

 

(a)騒音体感イベントによる対策効果検証

(c)大々的な広報や交通影響対策の実施 

 

 

アピールする 

２）「秀でた成果」 

（a）長期健全性・耐久性の確保 

（k)通行止め期間の短縮 

 

 

（l）工事実施に伴う社会的影響の低減 

 

 

 

 

7．特にアピールしたい点 

都市部重交通交差点上においてPC箱桁橋の撤去と、新たな鋼製橋の架設を行い、約30カ月で完了させた。 

PC箱桁橋の撤去は、直下の交差点への影響を最小限に抑えるために考案した空中完結型の新たな撤去工法を現場

適用し、無事に完了させた。 

新たな鋼床版箱桁橋には高性能鋼床版のディテールを採用し、また橋面上の添接部には皿型トルシアボルトを用

いることで維持管理性を向上させ、長期健全性・耐久性を確保している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

8．事業を代表する写真及びキャプション 

 

 

9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

 喜連瓜破橋は、阪神高速14号松原線の一部区間に位置する全長約154m、幅員19mの３径間連続有ヒンジラーメン

PC箱桁橋であり1980年の供用から約40年以上が経過していた。本橋は供用後すぐに中央ヒンジ部の垂れ下がりな

どの不具合が生じたため、改善のためにこれまで種々の対策を講じてきたが抜本的な改善には至らず、長期耐久性

の確保、維持管理性の向上のため、2015年に高速道路リニューアルプロジェクトの一環として新たな連続橋への架替

えを決定した。高速道路の一部区間を長期間通行止めにして行うこの架替え工事では、新たに開発した撤去工法など

によって約 6,500t の PC 箱桁橋の撤去、そして 100 年橋梁を目指した新たな鋼製橋の架設を無事に完了させ、約 30

ヵ月で通行止め区間の通行を再開させた。 

 

【PC箱桁橋撤去の概要】（図-１、２・写真-１） 

まず、PC 箱桁橋を撤去するための鋼製の工事桁（以下、 仮設桁）を喜連瓜破橋自身の桁上に設置し、続いて、こ

の仮設桁に移動作業車や運搬台車などの付属設備を取り付ける。PC 箱桁橋の切断は移動作業車の中で行い、切断

したコンクリートブロックは運搬台車に載せて仮設桁の南北両端まで運搬する。最後は隣接橋面上にて運搬台車から

トラックへコンクリートブロックをクレーンで積み替え、搬出する。切断、運搬は仮設桁に取り付く移動作業車や運搬台

車を利用し、搬出も高速道路経由で行うことで、PC 箱桁橋撤去に係る一連の作業は仮設桁と隣接橋面上で完結させ

ることが可能となり、交差点への交通影響を最小限に抑える撤去工法とした。 

切断したコンクリートブロックは延べ1,500個ほどにのぼり、ワイヤーソーによる切断と運搬台車等による運搬・搬

出を繰り返した。ワイヤーソーによる切断時の音の程度を近隣住民の方にあらかじめ実際に確認していただくことで、

防音シートで囲った移動作業車内での夜間施工を可能にし、工程短縮につなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC箱桁橋撤去中の交差点 PC箱桁橋撤去後の交差点 鋼製橋の架設 

図-1 空中完結型のPC箱桁橋撤去の概要 

図-2 空中完結型のPC箱桁橋撤去/仮設桁と付属設備 写真-1 撤去したPC箱桁橋の断面 



 

9．事業内容・添付資料〔特徴を示す写真、諸元(位置図、標準断面図、施策のﾌﾛｰﾁｬｰﾄ、ＰＩの方法 等)〕 

【新たな鋼製橋の概要】（図-３、４・写真-２） 

 ラーメン構造となっていた中間橋脚部は新たに支点を設ける必要があるため、橋脚頭部の改良が必要であった。中

間橋脚はRC橋脚の一部を残し、新たな鋼製梁と剛結する鋼コンクリート複合橋脚を採用した。RC橋脚をなるべく多く

残すことで撤去の範囲を少なくし、新たに架設する梁部を小さくすることで架設重量を低減させるなど全体的な工程短

縮に努めた。上部工は、PC箱桁（約6,500 t） から鋼床版箱桁形式（約1,300 t）にすることで死荷重を大幅に低減し、

既設のRC橋脚を活かした構造とした。 

疲労寿命 100 年を目指した鋼床版には、疲労耐久性に優れた取替用高性能鋼床版のディテールを採用している。

この高性能鋼床版（デッキ厚 t=16 mm）は、スリット構造となっている縦リブと横リブ交差部を全周溶接することで疲労

耐久性を高めている。 また、鋼床版の添接板を用いた橋面側の継手において、ボルトナット部の舗装厚が十分に確

保できないため、添接部に起因したポットホール発生による舗装の損傷が問題となっている。そのため、維持管理

性、長期耐久性に配慮し皿型高力トルシアボルトを採用した。 

 

 

 

 

【長期通行止めにおける広報施策】（図-５、６・写真-３） 

約３年間にもわたり高速道路の一部区間を終日通行止めにして行う橋梁架替え工事は、全国的にも前例のない大

規模な事業である。元々通行止め区間を利用していた車両が他の経路に転換することによって、他の経路に負荷が

かかり、その経路を利用していた方が間接的に影響を受けるなど、高速道路、一般道路ともに広域的かつ長期間に

わたり交通影響がおよぶことが懸念されたため、戦略的な広報を実施した。 

まず、通行止め開始半年前から工事の認知度・理解度を高め、期間中のう回等による行動変容の準備、対応を促

すことを目的とし、工事の必要性から施工手順まで丁寧な説明を各種媒体で展開した。通行止め開始後も認知度・理

解度のさらなる向上、う回交通による負荷軽減を図ることを目的に広報展開を継続した。 

また、これまでにない大規模な事業であることから、事業自体のアピールも積極的に行った。有形無形の優れたデ

ザインを審査するグッドデザイン賞に応募し、橋梁撤去において開発した「橋梁解体工法」でグッドデザイン賞を受賞

した。また、NHKへのプロモートも行い「解体キングダム」という番組の中で、喜連瓜破橋の解体を大々的に取り上げ

ていただき、関西のみならず全国的な認知度の向上にも努めた。 

 

多くの方々のご理解、ご協力のおかげで滞りなく工事を進め、また現場においてもトラブルなく撤去から架設までを

無事に完了させ、2024年12月上旬に約２年半振りに通行止め区間の通行を再開させている。 

 

図-3 撤去したPC箱桁橋（上）と新設した鋼製桁と鋼製梁（下） 

図-4 高性能鋼床版の溶接ライン 

写真-2 皿型トルシアボルトを 

使用した鋼床版面 

写真-3 グッドデザイン賞に関する横断幕 図-5 工事特設サイト 図-6 NHK・解体キングダム/HPより 


